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学校経営目標 ＳＨＩＮＰＯ力を発揮し未来を切り拓く生徒の育成

令和６年４月９日（月）午前「令和６年度入学式」が行われました。
新入生１６５名の皆さん、ご入学おめでとうございます。
皆さんと出会えることを本校教職員一同、そして、２，３年生の先輩方も
心待ちにしていました。小学校から中学校へと全く新しい環境、新しい生
活に、今、心の中は、期待とともに心配や不安なことでいっぱいだと思
いますが、焦らず一歩一歩前に進んでほしいと願っています。
そして、これから先の中学校生活において、新入生の皆さんにぜひ、念
頭に置いてほしいことがあります。
それは、いつでも（常に）「希望」を持ってほしいということです。
皆さんは、「ウォルト・ディズニー」という人を知っていると思います。
１９５５年に誕生したアメリカ合衆国ロサンゼルスの「ディズニーランド」
は、そのウォルト・ディズニーの構想によるものです。そのディズニーラン
ドの建設にまつわるエピソードを紹介します。１９３０年代、既に映画で成
功を収めていたウォルト・ディズニーでしたが、長年の夢でもあるディズニ
ーランド建設には多額の費用がかかります。その建設費を貸してもらうこと
を目的に銀行に何度も出向いたのですが、銀行からは「こんなことが成功するはずがない」と断られ、実に３００回も銀
行から断られ続けたそうです。しかし、３００回断られてもウォルトは諦めませんでした。圧倒的な情熱で「必ず建設で
きる」とウォルトが希望を持ち続けたことによって、今や大人も子供も楽しめる世界でもっとも有名なテーマパークが、
ロサンゼルスをはじめ、世界各地に誕生したのです。
今日から始まる中学校生活では、これから先、ウォルトのように上手くいかないこともあるし、失敗することもあるで
しょう。しかし、そんな時でも「次はよくなる」「次はうまくいく」「またチャレンジしよう」という希望をいつまでも
持ち続けてほしいと思います。「希望」を持つことに理由は要りません。「次は上手くいく」と思うだけでいいのです。
そう自分に言い聞かせて、何度でもいろいろな事にチャレンジすることを忘れないで下さい。 【入学式 校長式辞より抜粋】

令和６年度 新職員紹介

今年度４月より、16名の職員が赴任いたしま
した。どうぞ、よろしくお願いします。
１ 狩俣 典昭 (校長）
２ 砂川 睦紀（教頭）
３ 與那覇竜信（１年主任・数学）
４ 下地 洋年（1-3担任・技術）
５ 与座理恵子（1-6担任・音楽）
６ 中村多加乃（1-4担任・英語）
７ 天久 祐介（1-2担任・英語）
８ 下里 彩音（1年国語・特支）
９ 伊波 拓人（2-3担任・数学）
10 伊良部 武（2年数学・特支）
11 根間 達也（3-3担任・保体）
12 渡嘉敷美樹（養護教諭）
13 與那覇静流（事務主事）
14 池城 直 （日本語支援員）
15 崎原 富好（特別支援教育支援員）
16 宮里 咲子（校内自立支援員）

令和６年度 学校経営目標・学校スローガン

本校では、国の学習指導要領の理念と、沖縄県や宮古島市の教育施策を踏まえ、
未来に向け生徒一人一人が可能性を伸ばし「自己実現」を果たしていていくことを
目指した学校経営を推進します。「下記経営目標・スローガン」
今年度も地域・保護者の皆様からのご支援よろしくお願いいたします。

ウォルト・ディズニー 東京ディズニーランド

令和６年度入学式


